平成２３年度　第２回高知県産業振興計画フォローアップ委員会

◇日時：平成２３年９月１２日（月）１４：００～１７：００

◇場所：高知サンライズホテル「向陽」

◇出席者：別紙のとおり

◇事務局：知事、副知事、産業振興推進部長、理事（高知県産業振興センター）、商工労働部長、観光振興部長、
　　　　農業振興部長、林業振興・環境部長、水産振興部長、土木部長、公営企業局長、各地域産業振興監 ほか

１　開会

２　新任委員紹介

３　知事挨拶

　皆様方、本日は高知県産業振興計画フォローアップ委員会にご多忙の中、ご出席賜りまして心からお礼を申し上げます。本日は、今年度になりまして２回目のフォローアップ委員会になりますが、この産業振興計画も実行をはじめて２年半という月日が経っております。これまでの間、委員の皆様方には多大なる形で産業振興計画の実行、更には改定によるバージョンアップなど、いろいろな点においてご指導、ご鞭撻を賜って参りました。心からお礼を申し上げたいと思います。

　本日のフォローアップ委員会におきましては、バージョン３になりました産業振興計画のPDCAサイクルを回すという意味において、しっかり今の進行状況をご審議いただくという点もございますが、何と言いましてもこの２年半の産業振興計画の取り組みがどうであったかということを、２年半のタイムスパンも見通した上でご審議ご検討いただきたいと、考えている次第でございます。
　これまでの間、専門部会等を通じ、いろいろとご議論いただいてまいりました点も併せてお礼を申し上げたいと思います。

　そしてもう１つは、一定物事が進んでまいりましたが、より本格的に経済効果を全県的に広げていくために何をしないといけないか、取り組むべき課題は何なのか等について、本日この点もご議論をいただきたいと考えております。産業成長戦略、そして、地域アクションプランについてそれぞれご検討賜り、また、東日本大震災の対応状況をご説明させていただきました後、最後に私の方からも自分自身に対する反省も込め、今後の意気込みと言いますか、今後、どういう事を検討し始めるかということについてご提案もさせていただき、大所高所からご議論もいただきたいと考えております。
　３時間の長丁場となりますが、もどうぞよろしくお願いをいたします。

４　議事

（１）産業振興計画の実行２年半の取り組みの総括等について
　①産業成長戦略について

　　ア）実行２年半の取り組みの総括について

　　イ）次のステージの具体的なポイントについて

　　ウ）今年度の追加項目について

　　《農業、林業、水産業、商工業、観光の各部会長から説明　　資料1-1、1-2、1-3》

※意見交換概要

【Ａ委員】
・ある意味で全体としての２年半の成果が非常に見やすくなり、産業振興計画の意義が非常に分かりやすくな
　ったと思う。
・特に、こういった計画ではPDCAのマネジメントサイクルが回っていることが重要であり、まさにこれがフォロ
　ーアップ委員会によって機能しているという印象を持った。
・定量的な評価をする時に考慮すべきは、例えば、減少傾向にあった減少の度合いが下がるとか、絶対値よりも
　変化率で把握することが地域の状況を考える上で非常に重要ではないかという印象を持った。

・農業分野のIPMは非常に重要なテーマであり、高知県ならではのIPMの取り組みという姿勢も力強く感じたが、
　Integratedの持つ意味、単に天敵を導入するだけじゃなく、いろんな災害抵抗因子などあらゆる側面から捉え
　ていく必要があると思う。高知県のIPMはどのような形で取り組まれているのか、教えていただきたい。県独
　特のものを出していくには、プランを持って取り組んでいることを示していくことが、高知産のブランドを強
　くしていくうえで非常に重要と思う。
【農業振興部長】
・IPMについては、天敵、防蛾、防虫ネットの他、特に顕著なものとして土着天敵がある。土着の天敵を探し出し、他から天敵を購入するなど非常に苦労して長い歴史の中で確立されている。
・IPMの取り組みは、袋だけ見てもなかなか分からないので、差別化するためどうやって消費者にアピールして
　いくのか、我々も非常に悩んでいる。
・もう１つとして、エコシステム栽培があり、園芸連が独自に取り組んでいる栽培技術や、栽培農法の過程を全
　部可視化できるよう記録し、農薬も管理する。これもIPMと同じくエコシステム栽培品として袋に名前を記録

　すれば消費者に通じるのか、10月中旬を目途にその構想を現在協議中である。

・まさしく、非常に悩ましいところではある。
・IPM技術を全品目に広める方向性は打ち立てており、エコシステム栽培品についても、園芸連で出荷量の相当
　の率まで上げる計画が先と承認された。
【委員長】
・今後、重点化していく部分として、ブランドを構築していくうえで市場の認知、理解は非常に重要。Ａ委員か
　らの指摘を踏まえて、重点的に取り組みを進めていただきたい。

【Ｂ委員】
・エコシステム栽培は正にIPM。私どもでは総合的病害中防除技術として、いくつかの要件を組み合わせ認証制
　度をつくり、要件に適合したものをエコシステム栽培品として差別化している。
・天敵の導入や周辺の雑草を除草する等いくつかの要件を組み合わせて、認証し、出荷販売している。現在、野
　菜は18品目ほどあり、県と一緒なって普及している。

・一方で問題になるのが、最終消費者に認知いただくということが一番大事。生鮮食品の場合は、認知されるま

　でに時間がかかるし、認知していただく方法を見つけだすことが非常に難しく、現在、県のバックアップもい
　ただき、更にブランド化に取り組んでいる。
・エコシステム栽培と表示をしているが、今、エコといえば逆に省エネととられる。それを環境というイメージ
　に置き換えるために、県の助成もいただき新しいブランドをつくる方向で取り組んでいる。地道な仕事である
　が、認知度を高めてアピールしていこうと取り組んでいる。

【Ｃ委員】　

・計画が着実に進捗していることを改めて理解したし、一方で、いろんな課題もあると受け止めた。そうした中
　で、林業分野の今回の追加の項目で「こうち健康・省エネ住宅」の開発と普及促進を追加するということは、
　まさに森林資源の活用方法として健康と省エネというのは非常に大事なテーマだ。これは密接に結び付くもの
　であり、非常に重要な取り組みと思うので、追加することは良いことと思う。

・全般を通じて、常々高知の産業の特徴として地理的なハンディキャップがあり、最終需要といかに短く繋がる
　かが全ての分野に通して持たなければならない視点と思う。そういう意味で、先ほど話にあった農業分野の安
　全な農作物の情報を最終消費者にいかに結びつけるかということや、林業において県内産の需要をいかにうま
　く起こしていくかといった視点を、常に持っておくことが大事と思っている。

・そうした観点は観光も同じ、全国にマスで観光の内容を売り出していくということになるが、もっとニッチな
　市場、例えば、聖地をたくさん作る、また、ある特定の地域とコストの面も含めて関係を作る、インバウンド
　観光であればどこかの地域とうまく結びつき、国外についても同じ様な発想である特定の地域とうまくマーケ
　ットを短く、直接結びついていく取り組みも同時にやっていっていいのではないかと思う。
【観光振興部】
・現在、次期ステージに向けて、新しい観光地づくりという観点で検討している。核になる施設や、ニッチの分
　野を掘り起こしながら、新しい観光資源を作っていきたいと考えている。また、特定の地域との結びつきを、
　どういう形で行っていくのか、テーマによってそれぞれの方法があると思うので、一つ一つ検討しながら、取
　り組みを進めるような体制を検討していきたいと考えている。

【知事】
・本当にそういう視点も大事にしたいと思う。高知県全体となれば、ウィングを広くしていく必要があると思う
　が、例えば県内の地域地域が、特定の地域と結びつくとか、特定の団体と結びつくことが考えられる。

・例えば協働の森づくり事業の協賛企業と、それぞれの協定市町村がもう一段、交流観光という形で生かすこと

　ができないか、旅行商品化できないかという形で提案もしている。いろいろパターンがあり、特に地域地域を

　一定のブロックに限って交流する時に、その地域と個々の繋がりを意識したうえで、固定層などへの観光を切
　り開いていくことができるのではないかと思っている。

・最終需要といかに短く結びついていくか、本当に大きな課題であり、極めて本質的な課題と思う。次の産業振
　興計画などを通じ、高知県がもう１段上がっていくためには非常に大きなテーマだ。そのためにはいろいろ考
　えていく必要がある時期ではないかと考えている。

【委員長】
・先ほどのIMPの話で域外や最終市場に広めていく時に一番大事なことは、生産地がいかにそのことを理解して
　いるか、その程度によって広まり方、広め方が違ってくる。やはり足元を固めなければ域外に遡及する力は出
　てこない。先ほどの話はまさに地元の子どもたちへの教育を通じながら広めていく手立てを徹底的にやらない
　といけないのではないか。観光もそうだと思う。

【Ｄ委員】
・これは観光だけではないが、志を同じくする他県の力の活用を、戦略的に考えていくことは、これから大変大
　事だ。例えば、銀座のアンテナショップで山形県のアル・ケッチァーノの奥田シェフから上京を促すお話しを
　いただいていることは過去にも話したことがあるが、山形は冬枯れ、高知はどちらかというと夏枯れだが、日
　本一の食材供給県として銀座でジョイントしないかという話をいただいた。そういう力を借りることは、特に
　今の時代背景というよりも、国の施策が東北の方へ向くことははっきりしており、その中で東北地方と組むこ
　とは、我々にとって大事な布石であると思う。これは一次産業にしても観光についてもいえるし、そういう宣
　伝を花のお江戸で特に打ち上げ、なおかつ東北から強いパイプをつなぐといったニッチな観光分野にも戦略を
　込めていくような構図づくりになるのではないか。

【委員長】
・東北の方々が北国にないものを南国に求めていくという意識は非常に高く、そういうコラボレーションは自然
　発生的に起こり、非常に良いものが生み出されていくと思う。
【知事】
・おっしゃるとおりであり、具体的な方法はいろいろあるが、銀座繋がりもあり、具体的な企画をいろんな県と
　うまくタイアップしていくというのは非常に良い手だと思う。例えば岩手のアンテナショップは高知のアンテ
　ナショップが立ち上がった時、大変応援してくれた。何といっても沖縄と今、コラボしている。地理的にもい
　ろんな形で、それぞれのところと結びつくことは面白いと思うし、またそういうやり方は消費者受けもよいし、
　アンテナショップ巡りのツアーを組んでいるときは、客数も増えている。

・アンテナショップもあるし、インバウンドであれば四国４県や中国側とタイアップするなど、いろんな意味で
　の連携をそれぞれのステージにより、活用していければと思う。

【委員長】
・補完関係というのか、東北地方は災害という点からも繋がっていくべき所かもしれないし、もっと展開を変え
　れば、商工業分野でBCPの話があったが地域経営の持続性を担保するという視点でのコラボレーションもあっ
　ていい。それが平時においては観光のコラボレーションに繋がっていくような見方であれば、非常に自然なス
　トーリーが組めるような気もする。企画を膨らませていただければと思う。

【Ｅ委員】
・各部会長の説明を聞き、共通性を持ったテーマとして、「持続可能性」があるのではないかと思う。高知県は、
　人口減少が非常に進んでいることもあるし、あるいは直近に震災があったこともあり、いろいろな意味で「持
　続可能性」ということが、どうしてもテーマにならざるを得ないと
　いう気がした。
・その中で敢えて１つ取り上げると、地場中核企業の支援の中で雇用要件の緩和は興味い。日本政策投資銀行
　は３年前まで政府系金融機関として、多くの制度融資が雇用増を要件としてきたが、15年ぐらい前からそのこ
　とにやや疑問を持つようになってきた。１つは、製造業そのものは雇用効果がかなり剥落してきており、むし
　ろ設備投資によって省力化が進んでしまう側面がある。いわゆる設備投資と地域の雇用は一体として結びつく
　ものではなく、因果関係が大分薄くなっている印象を感じていた。

・今は地域の稼ぐ力をどうやって残すかが課題であり、足元の雇用云々というよりは企業がそこあり、協力企業

　を含めた産業集積が残っていくことにより、高知県に稼ぐ力を残していくことが重要である。もちろんなし崩
　し的に支援を拡大することはないだろうが、もう少し柔軟に様々な企業がそこにあり、生産活動を持続するこ
　とが、地域でどういう意味を持つことになるのかを深く考えて支援する枠組みを考える必要があるのではない
　かという印象を受けた。

【知事】
・産業振興計画はある意味、人口減少、もっと言えば生産年齢人口の大幅縮小に対する縮み効果との戦いであり、
　そういう意味において、持続可能性ということは、あらゆるところでテーマになってくるという側面が第１段
　階としてはあると思う。
・その上、更に持続可能からできれば拡大再生産に向けて地産外商、外からお金を稼いでくることができる力を
　目指そうとしているところであり、やはり持続可能性は大きいなキーワードになる。産業集積、資本蓄積の持
　続可能性といったときに、今も非常に倒産が多く、中でも、お年を重ねられて引退する形で倒産をするケース
　が多いが、放っておけばだんだん産業にしても資本にしても集積が益々失われていくことになろう。そういう
　局面において、それ自体をいかに維持するかを考えていくことは、非常に重要なことと思う。特に円高局面な
　どが加わってくると、非常に重要であり、今恐らく国家的な課題になりつつあると思う。

・企業誘致の補助金について、誘致する県外企業と県内企業とをいかにイコールフッティングするかということ
　を１つのテーマとしてこの数年間議論し、だんだん今の方向に制度の変更を重ねてきたところであるが、県外
　企業と県内企業で同じ条件であれば実質的にはイコールフッティングにならないということが出てくる。真の
　イコールフッティングとして、例えば地域地域に資本集積を残すためにはどうするべきなのか、いろいろなご
　意見をいただいているところである。
・雇用要件の緩和は、典型的な例であるが、今回も商工労働部が、関係団体といろいろお話ししていく中で、非
　常に真摯なご意見として出てきており、他方でモラルハザードを起こさないようにしなければならないと思う。
・あとは県民全体のご理解も得るようにしなければならないこともあり、よくよく現状を冷静に見つめ、制度も
　今後示させていただきたいと思う。

　②地域アクションプランについて

　　ア）実行２年半の取り組みの総括について

　　イ）今年度の拡充・削除項目について

　　《産業振興推進部長から説明　　資料2-1、2-2》

※意見交換概要

【Ｆ委員】
・各部会の報告と地域アクションプランの報告で、本当に２年半の成果を具体的に分かりやすくまとめられてい
　るとの印象を受けた。ぜひ具体的に進めていることをどんどん実行に移していただきたいし、特にその中でも
　人材育成について、研修のみで人が育つということはあり得ないと思うので、研修も積み重ねながら、その実
　行段階で成功に導いていき、若い人たちが自信を持ってまた次なる事業への希望を見出していくということが
　非常に大事ではないか。

・食品加工の側面から見ると、高知の良い地場商品を具体的に商品化しているが、結果として数値化された場合、
　果たしてこの数値でいいのかということがまた出てくる。地域の枠を越えてまた水産・農業の枠を越えて、連
　携を取ったとか農水産物が一緒にコラボレーションしながら、また新たな商品を生みだしていくとか、これを
　年間操業に持っていくためには、海外の原材料と高知の材料をミックスするなどの方向に導いていくことが食
　品産業に繋がっていき、年間フル操業の生産が確保できる。そこに年間の雇用が生まれると思うので、順番に
　ステップアップしていくために若い地域の人、また食品産業に関わる人に絶えずそういった場を与えながら、
　成功に導いていく努力が大事だと思う。

【委員長】
・まず分かりやすく表現しているという評価をいただき、更に進んでいることをどんどん実行に移し継続して欲
　しいというご要請、ご要望をいただいた。

・人材育成に関しても、特に継続的に自信を与えるように、繰り返しOJTを絡めながらお願いしたい。食品加工
　に関しては、表現方法など難しいところがあり、本当に実数だけで表現してしまうとそれほど成果が見えない
　部分も出てくるかもしれないので、まさに緒に就いた活動がこれから花を咲かせていく部分もたくさんあり、
　そういう表現方法はぜひいろいろな部分で考えていただく。
・後は、地域ごと、あるいは分野毎のオーダーで、年間フル操業に向かった補完関係を綿密なスケジュールを立
　て全県的に、俯瞰的に見ていく必要があると思う。一次産業は地域性があるので、加工と結びつけてうまく年

　間フル操業に向けてスケジュールに組んでいくというところがポイントであるかなというコメントをいただい
　た。

【Ａ委員】
・地域によって動きに差が出つつあるというところが非常に気になるが、産振計画に関わった所は効果を認め、
　関わってない所は効果を認めてないことと関係があるのか。もし地域によって動きに差が出るのであれば、遅
　い所について分析していくことが極めて重要ではないかと思う。この動きに差が出つつあるというのはどうい
　うことか。

【産業振興推進部長】
・例えば、市町村や民間事業者が総合補助金を利用し、取り組みをしたいということで、それをすぐ実行に移せ
　た地域、（資料には）「事業活動などに本格的に着手する段階」、それと「事業活動などの企画、立案に着手する
　段階」、「取組内容を検討する段階」というふうに分けて書いているが、これは平成21年から23年までは、数
　字的にだんだん下の方（後者）から上の方（前者）に移動してきている状況である。

・ただ地域によって、調整する事項が多く実行に移せなかった地域に若干偏りはあるが、産業振興推進本部の中
　で原因を逐一報告をもらい、取り組み方法を協議し、振興監が地元と調整している。少し遅れてる所を少し前
　へ進めていくことで、全体的にアクションプランの効果を上げていく作業をしている。

【Ｇ委員】
・高知市は、特性、特色があるので補足するが、高知市内は色々な企業、特に食品団地関係がある。売れる商品
　を常に求め続けて開発を続けていくことは、企業としての１つの生命線である。アクションプランに位置付け

　られてないものでも、相当食品加工業の中では開発研究されており、独自のルートで販路拡大しているものも
　たくさんある。民間主導でやっているものも、アクションプランへ位置付けるルートも、考えていかなければ
　ならない。

・切り口は全然違うが、農産物で言うと例えばショウガとかユズが主力商品になっており、ショウガはあまり値
　崩れがなく、一定好調を保っている。ユズはここ４、５年でユズの作付け面積が高知県下一円でも相当広がっ
　てきている。高知市土佐山地区のユズも生産拡大している。やはりユズの商品をいかにさばくかというところ
　が、これから大きな課題になるので、常に商品開発、販路拡大をしながら何が売れ筋として残っていくか、我々
　は本当にいいパートナーがいるのでもう少し動きやすい。全県下的に見ますと、ユズの生産拡大によってユズ
　の余剰がいずれ出てくると思う。本当に新商品の開発と販路の拡大が重要になってくるのではないか。

・それともう１点、金融機関もいろんな場面でビジネスマッチングをしている。工業系では、我々も中四国のい
　ろんなメーカーや、高知県中央部の各地場の企業を集めビジネスマッチングやっている。プレゼンのための事
　前研修の開催は、県内企業からも非常に好評。各企業からは中小企業はプレゼン研修の機会がないので、事前
　研修を受講し臨むことが各従業員の方々からも非常にいい機会であり、きちんとプレゼンに繋がっているとい
　うところを評価していただいている。いい方向に出ているので、広くやっていけばよいのではないか。

【委員長】
・１点目は自主的な事業者の活動がアクションプランにのってないケースはあると思う。
・生産拡大によってはさばけなくなり、値崩が連動しておこる。

・ビジネスマッチングについて、食の大商談会等を通じて、私も事前事後の検証を、綿密にやっていただいてい
　ることに心から敬意を表しているが、事業者のプレゼン能力の向上というのは目を見張るところである。

・そういった点も全県的に目に見えないところかも知れないが、極めて大事な部分かと思う。

【農業振興部長】
・ユズについて、県内にも果汁の搾汁施設が随分充実してきた。県内各地で搾汁施設は高度化したり、共同でき
　るようにしたり、ボトリングができるところまで特化できるようになった。
・部会でも話が出たが、問題は特に果汁を搾った後の冷凍保存であり、オーバーフローした時に県内で対応でき

　ず、県外にお願いしているところもあるようだ。今後とも課題になる。

・もう１つ、ユズを使った製品も随分とたくさん出回るようになり、またユズとショウガの出会いなど、いろん
　な商品も生まれている。需要を増やすことにより今の面積で採れるユズをどれだけ年度内にもしくは短期間に
　消費するかが課題になってくると思う。当然ながら、Ｇ委員がおっしゃたことは、課題として認識している。

【委員長】
・今いただいた委員のコメント等を少しまとめると、まず概ねこの産業振興が予定どおり前進しており、またPDCA
　を発揮してうまくスムーズに回してフォローアップできているというコメントをいただいた。

・ただし、いくつかの部会で課題も出ており、非常に根本的な課題に取り組んでいるが、この課題については、
　これから更に継続して取り組んでいくことをぜひ委員会の意見として、受け止めていただければと思う。

・更に本格的に動き出していくうねりを我々としては感じているが、まだまだ浸透し尽くしてない部分も先ほど
　コメントがあった。そして、そういう点についても県民全体に更に浸透させるべく、我々も含め、ぜひ意識し
　て活動していただきたいということをもって２年半の総括に代えさせていただきたい。

（２）東日本大震災による県内経済への影響に対する高知県の対応について
　　《産業振興推進部長から説明　　資料３》

【知事】
　どうもありがとうございました。それでは、「資料４の１」をご覧いただきたいと思います。こちらの資料は、今まで専門部会などを通じていろいろご議論を賜っており、そのご議論を踏まえながら、専門部会での各分野の総括、更には次のステージに向けて検討すべきポイントのご議論を踏まえて、分野横断的に全体として見てどうかということについて、私なりの視点でまとめさせていただいたものでございます。

　専門部会での取りまとめとか、その次のステージに向けいろんな柱のご議論に比べるとやや、骨太な感じでまとめさせていただいておりますが、それぞれ次のステージに向けて検討ポイントなど、特に核となる点、更に言えば、こういうことをより目指していこうじゃないかというご提案も含ませていただきながら、まとめさせていただいたところでございます。

　今後、半年間ぐらいかけて次のステージに向けて議論をしていかなければなりません。多くの方々のご意見を聞いて、その点はまとめていくことになろうかと思うわけでございますが、キックオフの意味を込めたものでございます。

　そして、もう１点あります。次のステージに向けて骨太の議論をキックオフするためには、やはりこの２年半がどうであったかまとめていくことが、改めて必要だろうと思っています。専門部会での総括も踏まえさせていただきながら、分野横断的な形でまとめさせていただいております。

　それでは１ページからご覧いただきたいと思いますが、一番上にありますように、この産業振興計画は高知県経済が抱えます積年の課題、特に３つの課題に挑戦をしようとしたものでございました。まず、第一に人口減少により縮小を続ける県内市場。平成２年から人口の自然減が始まり経済規模がどんどん縮小しているこの県経済どう立ち向かっていくのか。そして２番目でございますけれども、いわゆる戦後の重化学工業政策の重点対象地域とならなかったこともありまして、資本・産業集積の乏しさ、これが長年の課題でございました。この中で産業間の連携が弱く、例えば県内で形になるものが生み出せないゆえに、いわゆる射程の長い地産外商にも繋がっていくような商品開発力が弱いという弱点がございました。この問題にどう立ち向かっていくのか、３番目でありますが、強みである第一次産業が残念ながら担い手の縮小などによって弱体化しており、最後にはなくなってしまうのではないか、こういう問題にどう立ち向かっていくのか。この３つの課題に正面から向き合い県勢浮揚に挑戦しようということで平成21年４月に官民協働でスタートさせていただいたのが、この高知県産業振興計画ということになります。

　この間、２年半でありますが、本当に計画に強力な後押しもありましたし、また極めて厳しい逆風もございました。何と言っても去年１年大河ドラマ「龍馬伝」の放送が高知県にとって、この上のない幸運であったと思います。他方、リーマンショックの発生で100年に１度の不況と言われ、その後、東日本大震災の発生、更には史上最高値を更新しております未曾有の円高。特に平成23年になり、本格的にいろんな事業が動き出した段階でこういう客観情勢になったことは非常に厳しいものがあると言わざるを得ないと考えています。大きな後押しもあり、また厳しい状況もあった中で、この２年半の取り組んできたということでございます。

　２ページでございますけれども、先ほど来、お話しをいろいろいただいておるところでございますが、本県産業の振興に向け、積年の課題に立ち向かうためのいくつかの仕組みが整い、これらが動き出したところかと思います。例えば地産外商公社の取り組みが動き出したり、産学官連携の仕組みが動き出したり、ものづくりの地産地消の仕組みが動きだしたり、そういったことがあったかと思います。こうしたことを受けて、県内各地で官民一体となって新たな事業が動き出したと言えるのではないかと思います。地域アクションプランもたくさんの方々が参加いただくようになりました。

　成果の上がり始めたものもありますけれども、これからと言わざるを得ないものもたくさんございます。ただ、この間、産業振興計画への参加者が着実に増えてきたということは言えるのではないのかと思っています。アクションプランも着実に定着していっていると思いますし、よりたくさんの外商の取り組みも展示商談会への参加者が増えてきたとか、成長分野育成研究会、こちらの事業についても参加者が増えてきたなど、いろんな意味において多くの方が参画していただくようになってまいりました。地域の元気な実践者の活躍の場が広がってきた２年半ではなかったかと思います。

　ただ今後、県経済全体の底上げを果たしていくためには、第一に先ほどＦ委員からも言っていただきましたが、腰を据えて継続的な取り組みを行っていくことが必要であります。もう１つ、こちらもご指摘ありましたが、より高いレベルを目指して新たな挑戦を行っていく必要があると思います。進んだからこそ見えてきた新たな課題があり、これにもう１度更なる挑戦をしていくことが県経済全体の浮揚には必要ではないかと、考えておるところでございます。

　少し具体的な点について３ページ以降でお話しをさせていただきたいと思います。２ページの図は、それぞれのポイントについて、こういうことが進んできた。ただ、より高いレベルでの実践、すそ野の広がりに向けた更なる挑戦というところに力を込めたつもりでございます。その具体の内容を３ページ以降でご説明させていただきたいと思います。

　まず第１に課題の１、人口減少により縮小を続ける県内経済、この問題に対して活力ある県外・海外市場に打って出るということで、地産外商戦略を展開してまいりました。地産外商公社が立ち上がり、首都圏での外商拠点「まるごと高知」が始動して、708件の成約があったり、更には、店舗の売上目標がほぼ達成できる状況までいった。名古屋事務所、大阪事務所の機能も強化をいたしました。この結果、例えば高知フェア、展示・商談会も数が増えたり、参加者が増えてきたことは、大きなうねり、大きな動きではないかと思います。

　そしてもう１つ、機械系のものづくりについても積極的に外商機会を確保し、新規取引先の獲得、受注拡大につながってまいりました。見本市商談会で機械系は、平成21年に６回開催して成約件数が32件でありましたが、平成22年は９回開催して成約件数が870件まで一挙に増えました。こういうことで機械系などについても、いわゆる第二次産業系についてもこの外商機会の確保に向けた取り組みを大いに進めていく気運が出てきたと思います。

　農業・林業・水産業、それぞれについても外商を進めてまいりました。

　ただ、下に、４ページに赤字で書かせていただいておりますけれども、乗り越えるべき課題も見えてきたところであります。更なる挑戦が必要かと思います。厳しい大都市市場で勝ち抜くためには、やはりさらなる努力が必要かと思います。先ほどＣ委員から最終需要といかに短くつなぐかが大事というお話をいただきました。まさに、その通りではないかと思います。大都市市場と生産地間相互の情報交換をさらに活発化して、商品の競争力の強化を目指していく。このため具体的な取り組みを進めていく必要があろうかと思います。

　さらにもう１つ、地理的なハンディを克服するための新たな物流の構築が必要かと思います。リードタイムをもっともっと短縮していくこと、コストダウンを図っていくこと、高鮮度流通を図っていくこと、こういうことについて、それぞれの分野分野でどのようにより一段の取り組みを進められるか、しっかり腰を据えての検討が必要と考えております。

　海外に向けては、そもそも高知県、もっと言えば四国の認知度が十分でないことを前提にどう取り組むか、更なる努力が必要と思います。

　５ページでございますが、こういう地産外商を進めていく中で、やはりこの産業間の連携の弱さ、産業集積の乏しさ、これらに伴う課題に１つ１つ挑戦をしてきたところでございました。「ものづくりの地産地消」について、付加価値を高める工程が県外に流出することについて、この「ものづくりの地産地消」の抜本強化策を平成23年度から特に本格対策として実施することとなりました。「ものづくりの地産地消センター」での相談マッチング体制、さらには技術支援、そしてさらには財政的な支援、研修による支援なども含めまして、実施してきたところです。

　こういう中、やはり見えてきますのは、やり始めたばかりの施策ですから、県内事業者の方々にさらに参画をいただきたいという点もありますけれども、もう１つ、技術力の見える化の機会、これをもっともっと増やしていくことが有効ではないかと思っています。先ほどものづくり企業さんの外商機会、この成約が前の年32件だったものが870件になったとお話を申し上げました。ある意味、これは我々にとって非常に自信につながるものではないかと思います。よく高知県はニッチトップな分野で非常にキラリと光る企業が多いということを言われておりますけれども、そこのところを何か数字で示してくれたようなところではないかと思います。見える化していくこの仕組みは商談会など他にもいろいろあるかもしれませんので、こういうことをもっともう一段考えていけない。

　さらにもう１つが、先ほどこれはＡ委員からもお話がありましたし、Ｅ委員からもお話ございました件かと思いますけれども、地場企業が将来にわたり競争力を保ち続けるための支援策の強化という点、基本的に経済が大きく縮んでいる中で、単に雇用要件の増、こういうことだけをもってしてこれでいいのか。ここらあたりの冷静な現実を見据えた視点が必要ではないかということも考えていきたいと思っております。

　食品加工の分野でございます。農水産加工が約30件動き出し、売上目標額は平成23年度分で約50億円、純増見込17億円という形になってまいりました。さらに研究テーマ、工業技術センターとの共同研究など、こういうものを通じて59件商品化されたものもあります。食品分野の研究会で事業化プランが10件認定されるなど、さらにはいろんな人材育成に多くの方が事業に参加してくれるようになりました。ただ、やはり地域経済全体の底上げにつなげていくものにするためにはまだまだ事業の規模が小さく、広がりも十分ではないと思います。

　またもう１つ、この事業規模を拡大しようとしたときに、原材料確保の困難性、これが規模拡大の障壁になっている部分も否めない事実ではないかと思っております。これを克服していくためにも、民間の新たなチャレンジを促していくような仕組みが必要ではないかという点、更には加工を目的とした一定のより大規模な仕組みの構築という点、これらも冷静に考えていく必要があるんではないか。これは、例えば先ほどＦ委員に言っていただきました、その地域間の連携の問題、地域の外と連携をする視点、さらには産業間の枠を越えた連携の視点、そしてもう１つ民活の視点、これらが非常に重要になってくるのではないかと思います。

　そして、やはり全国との取引拡大のためには、信用の見える化ということでございます。この２年半、特に食品表示の高度化という点に大いに力を入れてきたところでございますが、どんどんレベルアップしていると思いますし、プレゼンもレベルアップしていると思います。ただ、これを形として見せていくということについて、もう一段取り組みを進められないか。そうすることで、多くの企業の対外的な信用力を高めることにつなげていけないか。こういうことを考えていく必要があるのではないかと考えております。

　７ページでございます。観光分野でございますけれども、こちらももう既に専門部会でご指摘いただいているところでございますが、その中で特に骨太な点を引き出させていただいております。すそ野の広い観光産業の戦略的展開を図っていく取り組みを進めてまいりました。「龍馬伝」の強力な追い風を受けて、「土佐・龍馬であい博」はリーディングプロジェクトとしての牽引役を果たすことができたと思っております。「ふるさと博」も実施をしてた中、何とかこの１月から７月まで、主要観光施設の入込は一昨年対比で8.8％増ということでございますので、いわゆる反動減によって、ビフォーアフターでアフターの方が落ち込むという事態にはなっておらず、何とかアフターの方が上に行く状況になってきているところです。これに加えて、幕末志士社中、海洋堂ホビー館、こういう新しいエンジンが７月以降は点火をされている状況であります。

　各地で、この間さまざまな体験プログラムが商品化されてまいりましたし、そしてもう１つ、ブロック別に見たときに、新たな核となる観光資源といえるものも出てきています。「室戸ジオパーク」とか「海洋堂ホビー館」とか、こうしたものが出てきているのが非常に心強いところかと思います。

　ここでもう一段、例えば「龍馬伝」をなくして、全国に通用する持続可能な観光地づくりを我らの自前でもってどう成し遂げていくのか。そのためにも地域の核づくり、周遊コースの形成、そしてこれを旅行商品化していくという、この３点の取り組みのレベルを上げていかなければなりません。そして、やはりまだまだ認知度が低いという、この点は冷静に受け止めなければならないと思います。この情報発信の強化をいかに効果的に行っていくか、特に海外に向けては本当にそうだと思います。

　そしてもう１つ、地理的なハンディであります。この時間の長さと料金の高さ、これをどう克服するかという点を克服できるための魅力ある観光地づくり、これをどう構築していくかが非常に大きな課題と思っているところでございます。

　強みである一次産業さえも弱体化しているという問題に対して、まずはこの第一次産業の強みを残していこう、もっと強くしていこうということで、足腰を強める取り組みを進めてまいりました。ありがたいことに、まずはその生産、流通、販売まで全体を通したそれぞれの取り組みを、多くの関係者の皆様のお力を賜って進めてきたところでございます。それぞれの取り組みは進展してきましたが、客観情勢の厳しさもあり、まだまだ生産基盤の弱体化の改善と言い切れるところにはとても来てないという状況と思います。まだまだ努力を続けなければなりません。ただ、担い手、新たな就業者が増えてくるようになったことは嬉しいことだと思っています。

　例えば農業は平成20年は114人が就業しましたが、平成23年には234人が就業してくれるようになってまいりました。農業分野、林業分野、水産業分野、それぞれ総括をいただき、それに伴った記述させていただいており、ご指摘もいただいておるところです。やはりその中でも今後の課題として、特に骨太な点についてご提示をさせていただくとすれば、ここにありますように、例えば農業であれば、より高度な生産技術を普及していくこと、さらには「こうち型集落営農」などによって、所得向上に向けた具体的な取り組みにつなげていく、これは非常に大きいことと思います。そして、もう１つは、法人化など担い手の経営強化と雇用拡大につなげていくような取り組みをどう進めていくか、いわゆる所得拡大、雇用の拡大につなげていくための、もう一段のステージアップに取り組みを進めていくことであります。

　林業の分野でございますけれども、非常に厳しい外的環境がございます。そういう中で、課題として競争力を保つための設備の更新さえもままならない状況があることを県内の市町村長様からもよく教えていただいておるところでございます。これをどうするのか、他方、成熟した森林資源をよりダイナミックに活用する仕組みが是非とも必要ではないか、特に加工分野などにおいてこういう大きな仕組みを回していくことができないだろうか、これを考えていかなければならないと思っているところです。「森の工場」が大きくできたとか、間伐が進んだとか、流通拠点をつくったとか、特に産地側、そして流通拠点側において取り組みは進んできています。特に加工など、ダイナミックに木を活用する仕組みをぜひ構築していくことが更なる挑戦、課題かと思います。

　水産業分野についてもご指摘をいただいてきたところでございますが、この中でいわゆる養殖、さらには流通、加工過程にさらに民間活力を導入できないか。そして、何と言いましても高鮮度流通、リードタイムの短縮、コストダウンを実現するための新たな物流の構築、これが大きな課題だと思います。

　足腰を強めるとともに、新産業を創出する取り組みを進めてまいりました。食品、天然素材、環境、健康福祉、コンテンツの５つのテーマで研究会を設置して、全部で28の事業化プランのうち24件が動き出した状況でございます。雇用効果はまだ18名、売上高1.2億円と動き出したばかりという状況ではあろうかと思いますが、そういう中で参加企業、支援機関数が着実に年を追うごとに増えてきてくれていることは、この計画の取り組みに広がりが出てきているということではないのかと思います。本格的な事業始動に向けこれからという時期ではないかと思います。

　企業立地につきましては21件ということです。先ほど申し上げました、誘致制度そのものを全国トップレベルに拡充しておりますが、県内企業の設備投資を実情に合わせて後押しできる仕組みをどうつくっていくのかと思います。

　乗り越えるべき課題は、防災関連の産業の育成ということをぜひ真剣に考えていきたいと考えておるところです。南海地震対策を進めていくと同時に県内の経済が活性化をしていく。その県内の活性化がさらに南海地震対策につながって人の命を救う。そういう好循環を是非つくり出していきたいものだと、考えておるところです。

　いずれにしても新産業を創出する点、さらには企業立地もそうかと思いますが、産学官のネットワークの強化ということは非常に大きなポイントと考えており、動き出したばかりの産学官連携会議の一連の仕組みを是非フル回転させていく環境をつくっていかなければならないと思っておるところでございます。

　恵まれた新エネルギー資源を県内で生かし切っていきたいと思います。そのためにも地域参画型の推進体制を構築すること。そして、何と言っても木質バイオマスの実用化を大いに進めていきたいと考えています。農業の経営安定とともに、高知の木を山を元気にしていくことにつなげていければと思います。緒に就いたばかりの取り組みをいかに本格化するかということか。この間、ボイラーの数が増えるとか、基礎的条件は整ってきております。関係者の皆様の連携によってビジネスモデルを構築していくべき段階にいよいよ来たと考えているところです。

　11ページでございますが、先ほど地域アクションプランによる地域の取り組みについて、産業振興推進部長からご説明申し上げましたけれども、その点をより簡潔にまとめております。成果を伴う取り組みも現れ始めておりますが、地域の基幹産業として根づくまでには更なる取り組みが必要な段階と考えておるところでございます。

　より大きな取り組みに続けていくために、下に５つの点を書かせていただいておりますが、まず第１に継続的な取り組み、支援を行っていくということです。県といたしましては、ソフト・ハードの拡充支援策を総動員して、本当に事業化につながっていくまで継続的な支援を行っていくことを是非行っていきたいと思います。一瞬だけ支援して後は知らないというやり方はよくあることですが、それではいけません。やはりハード面からソフト面まで、ソフト面においても技術支援から販路開拓までいろんな形でのメニューを持っておりますので、総動員して外的環境が厳しい中でも事業化につながっていくまで、継続的な支援を行っていきたいと思っております。

　より大きな事業、より多くの雇用を生んでいく事業に育てていくためにも、地域外、他産業との連携も意識したダイナミックな取り組みへサポートしていかなければならないと思います。そして、民間の力が縦横に発揮されるための仕組みの充実・強化をもう一段考えていかなければならないと考えております。
　観光は大きな力になります。地域の観光資源を点から線へ、線から面につなげて売り込むための体制づくり、新しい施策の開発、計画のさらなる周知・徹底などが必要かと考えています。

　そしてもう１つでありますが、進捗状況に合わせて実態に即した制度となるように、プランの改善が必要と思います。特にこの民間のスピード感への対応ができるような形への制度の改善ということも、今後必要となってくるのではないのかと、思っているところでございます。

　最初の２ページの方に戻らせていただきますけれども、今後県経済全体の底上げに向けて腰を据えて継続的な取り組みを行っていくとともに、より高いレベルを目指して新たな挑戦を行っていくことが必要になる段階ではないかと思っています。これを、今日いろいろご意見を賜り、これをキックオフとさせていただきまして、ほんとによりもう一段上に上がっていくためにどうすべきなのかということを、半年ぐらいかけて大いに議論させていただければと考えている次第です。どうぞよろしくお願いいたします。

※意見交換概要

【Ｃ委員】
・このテーマは以前本席でも申し上げたが、長い目で見て経済の供給力をいかに強くしていくかということを同
　時に考えていくことが非常に大事だと常々思っている。そうした意味で、今年度から進めている設備投資の支

　援とか、「ものづくり地産地消センター」のマッチングは非常に重要な取り組みであり、是非引き続き力強く推
　進をしていただければと思う。その関係で産学官との連携をうまく絡めていき、マッチングをビジネスにつな
　げていくことを引き続きやっていただければと思う。

・今回の新しい方向性の防災関連産業の振興も、新しい産業を興すという意味で非常に重要な点と思うし、南海
　地震の防災体制を強化する必要がある中で、産業振興と結びつけていくというのは非常に重要なことだろうな
　と思う。この点に関し、まだ国の予算や復興計画がはっきりしてないところがあるが、防災に関して高知県と
　して、それも見ながら対応していくべきものはあると思う。同時に産業振興という観点から何か重要な視点が
　盛り込まれてくると思う。例えばいろんな産業の連携の仕方や、新しい産業集積をどういう形で東北の方でや
　っていくことになるかなど、復興の中で産業振興につながる部分というのは論点として多くて出てくると思う
　ので、是非高知県にとって何が参考になるかも見ながら反映していくようにしていただければと思う。

【Ｇ委員】
・地震や津波は昼間来るとは限らないので、夜間に避難しなければいけない非常に困難な状況も考えられる。昭
　和21年の地震は12月の朝４時であり、暗い中で住民の方々逃げたことはまず間違いない。高知市内のほとん
　ど半分が長期浸水の場所になるので、例えば潮江、江の口、下知、高須、五台山などは夜間に来ると大変なこ
　とになる。

・例えば、街路灯にソーラー型のものを一部混ぜると、地震が発生し停電しても何時間か点灯しているというこ
　とが重要。幾つかソーラー型の街路灯を開発されている県内企業もあると聞いているが、我々がこれからやら
　なければいけない作業は、どのメーカーのソーラー型の街路灯が長時間で耐久性があるかどうかなど、どのメ
　ーカーの製品に優位性があるか比較する必要がある。発注主として発注する場合には調べるが、一定比較する
　と、県内メーカーのソーラー型の街路灯がどこに弱点があるかということも逆に言うと見えてくるので、そこ
　を改善するとまた強みになるところが見えてくるので、県とも連携してやった方がいいのではないかと思う。

・発注主はほとんど行政になるので、県内メーカーの商品に優位性があれば、市町村は連携して、できるだけそ
　こへ発注するが、やはりいいものでないと優位性がないということになるので、そこは一緒になって共同研究
　すればよい。これは、工業会とも連携してやったらよいと思っている。

【知事】
・民間事業者もそれぞれ備えられるのもあるし、県外でもどんどん出てくると思う。地産外商のためには、いろ

　ろんな機械系の商談会に行かせていただいたときに、県内事業者がたくさん防災関係のいろんな技術を持って
　いることを体感した。災害県だけあって、そういう技術があり、シーズがあると感じた。是非こちらを伸ばし
　ていければと思うが、Ｇ委員の言われたようなプロセスと多分産学官の連携が非常に大きいポイントになるか
　と思うので、そういうことも含めて考えながら進めていければと思う。

【Ｄ委員】
・この２年半の、まさに正面から１つ１つ積み上げてきたことについては、もう皆さん評価されているし、ほん
　とに素晴らしい積み上げができてきたということは全くその通りに思う。
・ただ、この辺で、まともに正面からということを継続しながらも、視点やものさし、切り口を変えてみたらど
　うか。それは、ある意味すべて逆手で、やり方をある部分変えるということ。ちなみに、究極のリードタイム
　というのは、「現地で食する」であり、それ以上のものはない。遠隔の地からモノを運ぶということは、冷凍や
　冷蔵の状況を整えても、究極の形の付加価値は出せない。すべて基本的には「現地で食する」思想を持つ。新
　米や新子の刺身のようなものが、とにかく付加価値として我々の根に持つ誇りにするところを考えていくと、
　観光というよりは移住と中長期のステイというところに高知県民のハピネスを、この豊かな、ほんとに幸福度
　に満ちたところを売り物にして、移住から中長期のステイに焦点を当てて戦略を組んでいくところが非常に大
　事ではないかと考えている。是非ご意見をちょうだいしたいと思う。

【知事】
・項目に入れて研究をさせていただく。成功例では、四万十町のクラインガルテンが非常にうまくいっている。
　多くの方に入っていただき、来ていただいて住んでいただくと、好きになってくださる人が多いという感じが

　非常にする。それから、今の新子、新米の話は非常に分かりやすいと思うので、（土佐経済）同友会の皆さんか
　らも年代別のいろんなご提案もいただいており、そういうことも視野に入れていきながら研究を重ねていきた
　いと思う。

【委員長】
・特に時間軸も議論すべき点だと思う。Ｄ委員からの提案は中長期で移住する話であったが、そこから結びつけ
　ていくと、計画全体の時間軸も今回の産業振興計画を踏まえてどう位置づけていくか。特に産学官連携の話も
　あったが、非常に時間軸的には長いスパンで考えないといけないものも多分にある。是非そういうところも方
　向性として考えていただきたい。

【Ｅ委員】
・２点申し上げる。最初は、知事のプレゼンの中で最後に触れた持続性のあるソフト・ハードを含めた支援につ
　いて、２年半の総括の中で民間主体の事業がもっと欲しいという方向性が示されていると思う。総合補助金が
　使い勝手が良いという方もいれば、いろいろ要件あって面倒くさいという意見もあり、むしろ後者のような意
　見の中で、何をどう改善したらいいのか、せっかく笛を吹くので踊りやすくするための仕組み作りを不断に考
　えることが非常に重要になろうと思う。

・２つ目は、県の産振計画なので、当然他県との競争が表に出てくると思うが、他県との共同も視野に向ける必
　要があると思う。例として２つあるが、私はこの３月まである大手総合商社に丁稚奉公に行っていたが、商社
　となると、各行政の方からその地元産品の販路拡大に対する協力のご相談がたくさんある。商社マンは多くの
　場合、一言で言えば間尺に合わず食傷してるところがある。やはり生産量とか、供給量が商社の商売のスケー
　ルと全く合わないところがあり、県産品をというよりは、もう少し広い広域のものを売ってくようなことが必
　要。特に海外の販路拡大ということになれば、高知のユズをどうするかではなくて四国の柑橘類をどうするか、
　そのぐらいのスケールで考えないと商社は議論に乗ってこない可能性があるので、その辺も視野に入れていた
　だきたい。

・インバウンド観光について、７月15日から高松空港に上海便、春秋航空便の定期チャーター便が飛んでいる。
　目に見える効果は、高松空港の免税売店の４月から８月の売り上げが前年度比２倍の売り上げになったという
　ことだが、残念ながら香川県の消費への結びつくことは難しく、かなりの部分はビジネスホテルに泊まり、翌
　日には関西圏に行ってしまい最終日も立ち寄るだけである。また、徳島空港ではこの秋、中国の南方航空が長
　沙市から徳島に飛んでくるチャーター便を予定している。中国発便の方については２便とも既に予約で満席に
　なっていると聞いているが、淡路島から関西へ行ってしまうこともありどこまで徳島県で滞在してくれるのか。
　結局は香川県、徳島県でどうするかより、せっかく来たので瀬戸内海だけじゃなく太平洋も見るという形で、
　四国島内を周遊するような観光を考えていくことが、結局４県全体にとって役に立つインバウンド観光になる
　のではないか。

・その他いろいろ他県との競争とともに他県との協働を考えると、先ほどの視野の転換ではないが、また違う局
　面が見えてくるのではないか、今後半年の議論の中でお考えいただければと思う。

【知事】
・特に、射程が長くなればなるほど、連携しないといけないところは出てくると思う。我々もシンガポール、上
　海、香港等に売っていくときは、高知だけでは駄目で大抵四国フェアになる。
・インバウンドだと、台湾は今度、高知県にチャーター便を飛ばしてくれることになったが、これは「龍馬伝」

　があったからということもある。高知に残ってもらうために、高知に個別でモニターツアーを引っ張り、高知
　の中で泊数を稼ぐように、旅行会社に見てもらったりしたが、ご指摘の通り、例えば太平洋側と日本海側とか、
　太平洋側とか近畿とか、いろんな広域でうまくいくことが遠くなればなるほど必要と思う。
　逆に言うと、遠くを目指していくときにこそ団結をすることあろうかと思うで、ケースバイケースではあるが
　他県との連携も視野に入れたい。
・ただ、高知県の悩みは、四国の他県に比べても圧倒的に経済規模が小さく、同じように出ていくと、全部他県
　が圧勝してしまったということが過去の歴史としてある。だから、そういう中で、高知としてどうやって新し
　い協働を築いていくかに注力をする側面がかなり色濃く出てきている。ご指摘の通り、ケースバイケースで特
　に射程が長いときは連携することを心がけていきたいと思う。

【委員長】
・他県との競争に関してはごもっともだと思う。総花で考えるよりもターゲットを明確にして、リードタイムを
　究極に０に近づけていく。顧客、その相手は誰か、明確に切り分けていき、セグメンテーションによって出て

　きたターゲットに何を提供するか、ここを細分化して戦略を立てていく、フェーズに来ているのではないか。

【Ｈ委員】
・皆さん方が言われているように、個別の事業別案件はかなりレベルアップされてきて、成果として面白みが出
　てくると思うが、全体的に、例えば事業別のGDPが今度どうなっていくかなど、数字として出していくことが
　必要になってくるだろう。全体としてのインパクトがどうであったか、高知県としては大事なことだと思う。

・観光の分野では点・線・面という話が出たが、例えば「土佐っ歩」というイベントがあるが、果たしていろん
　な観光地、生誕地を歩いて、その間心に残る風景があるかどうか。街全体としての観光資源は、歴史性から見
　れば、いろんな点として施設などいろんなものがある。電車そのものは価値があるが、電車に乗り電車から見
　る風景が心に残り、「良かったね」というような持続可能性のある競争力を保っていくためにはなかなか時間は
　かかるかもしれないがそういったことも必要でないだろうか。

・例えば、徳島の新町川は、汚れていた川が、チヌが見えたり、エイが見えたりなど、川縁にそんな光景がある。
　自然の豊かな高知に流れる川として、確かに仁淀川などはきれいだが、鏡川をみても街の中はそれほど大した
　川じゃないというのが実感。そういう素朴な気持ちも、大きなテーマではないかという気がする。

・食べる面では土佐のおきゃくなどをやっているが、季節的に春になれば桜がある、秋になれば紅葉がある、あ
　るいは花があるとか、高知そのものをお客様がいらっしゃった時にそんな季節性の観点からこの街を捉えたこ
　とがあるのかどうか。

・新エネルギーの中で、駄目になったときにどうなるかという問題も含め、蓄電池の観点から物事を考えていく
　切り口はないだろうか、災害、環境も含め、そういった観点の切り口も必要ではないだろうかと思う。

【委員長】
・観光の方は、非常に長期的なスパンで整備していかないといけないが、そのグランドデザインは早く描いてお
　かないといけない。そして、新エネについて、蓄電池は世界の最先端の競争テーマでもあり、だからこそ高知
　県の産学官で取り組んでいくという意気込みを持っていいのかもしれない。

【知事】
・１点目は（表現の仕方、インパクトやＧＤＰ関係）その通りと思うので、年を追って分析していかないといけ
　ない。
・２点目の話でつくづく思うのは、計画として短い時間軸を持って１個１個成果を上げていくことを目指す取り
　組みと共に、国家百年の計というか、例えばまちづくりを目指していくとか、本当の美しい川を作り上げてい
　くなど、10年、20年かかるかもしれないが、こつこつと１つずつ積み上げてこそ力になっていくようなもの、
　美しい街並みなどはまさにそういったものではないかと思う。そういう視点も同時並行的に進めていくことが
　重要かもしれない。文化の視点も非常に重要になると思が、時間軸を２つ持って考えるという視点を、次の全
　体の大きな柱として、横串に刺すものとして考えるべきと思う。

【委員長】
・そろそろ時間がまいりました。本日は、次のステージに向けて方向性をまず知事から骨太にご提案いただき、
　それに対して、補足的に委員の皆様から幾つかのご指摘をいただいた。これをまず議論のきっかけにさせてい
　ただいて、今後ぜひ継続した審議をお願いしたいと思う。

３　閉会知事挨拶

　それでは、長時間にわたりまして本当にどうもありがとうございました。本日のフォローアップ委員会に至るまでは、専門部会の方で大変ご議論をいただきました。まずもって改めて御礼を申し上げます。
　ご議論いただきましたこと、そして本日フォローアップ委員会でご議論いただきましたことを踏まえまして、こちらにも、例えば次に向けて具体的なポイントという形でもご議論いただいた材料がございます。先ほど骨太な形でということで、もう一段ご議論をいただいたところでございますけれども、骨太の議論を繰り返して、また、この具体的なポイントについていただいた宿題をもう一度吟味していき、さらに我々の方でもう一段案を練らしていただいて、もう１回お諮りさせていただくことがずっとこれから半年繰り返されていくこととなろうかと思うわけでございます。是非今後ともご指導、ご鞭撻をよろしくお願いを申し上げたいと思います。

　また、平成23年度分の計画の実行についても着実に重ねていかなければなりません。こちらについてもたくさんのご指導、ご鞭撻よろしくお願いを申し上げます。

　それでは、本当にこの２年半、委員の皆様方に大変お世話になりまして、ありがとうございました。新しいステージに向けまして、それぞれの取り組みを進めさせていただきたいと考えております。また、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。本日はどうもありがとうございました。

PAGE  
16

